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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状を成す鉄心の内周面に、軸方向に沿ってコイル用のスロットが形成され、このス
ロットの、前記鉄心内周面への開溝部の両内側壁に、このスロットの長さ方向に沿って係
合溝が形成され、その係合溝内に両側部が係合した状態で前記スロットの開溝部を覆うコ
イル固定用の楔を備え、レジン含浸処理が施される回転電機の固定子であって、
　前記係合溝の内部には、この係合溝に係合した前記楔の幅方向に対して前記鉄心の外周
方向に向って所定角度傾斜した凹部が、またこの凹部の根元部分には凹部に対して相対的
に形成された突部が、この係合溝の長さ方向に沿って形成され、
　前記楔の前記両側部には、前記係合溝に係合した状態で、前記傾斜した凹部内に挿入可
能な形状に傾斜した突部が、この突部の根元部には前記傾斜した凹部の根元に相対的に形
成された突部と係合する凹部が、この楔の長さ方向に沿って形成された
　ことを特徴とする回転電機の固定子。
【請求項２】
　円筒状を成す鉄心の内周面に、軸方向に沿ってコイル用のスロットが形成され、このス
ロットの、前記鉄心内周面への開溝部の両内側壁に、このスロットの長さ方向に沿って係
合溝が形成され、その係合溝内に両側部が係合した状態で前記スロットの開溝部を覆うコ
イル固定用の楔を備え、レジン含浸処理が施される回転電機の固定子であって、
　前記係合溝の内部には、この係合溝に係合した前記楔の幅方向に対して前記鉄心の内周
方向に向って所定角度傾斜した凹部が、またこの凹部の根元部分には凹部に対して相対的
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に形成された突部が、この係合溝の長さ方向に沿って形成され、
　前記楔の前記両側部には、前記係合溝に係合した状態で、前記傾斜した凹部内に挿入可
能な形状に傾斜した突部が、この突部の根元部には前記傾斜した凹部の根元に相対的に形
成された突部と係合する凹部が、この楔の長さ方向に沿って形成された
　ことを特徴とする回転電機の固定子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、鉄心に設けたコイル用スロット部の楔溝への、コイル固定用の楔
の取り付け構造を改良した回転電機の固定子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動機や発電機などの回転電機の固定子は、円筒状を成す固定子鉄心を有する。この固
定子鉄心は、珪素鋼板を積層し、所定の厚み毎にスペーサを介在させて径方向の通風ダク
トを形成しながら、全体として円筒状に形成される。また、この固定子鉄心の内周面（回
転子外周との対向面）には、軸方向に沿うコイル用のスロットが複数本、全周にわたって
所定間隔で形成される。このスロットは、固定子コイルを収容するもので、固定子鉄心の
内周面への開溝部はコイル固定用の楔により覆われている。すなわち、スロットの開溝部
の両内側壁には、このスロットの長さ方向に沿って楔溝が形成されており、コイル固定用
の楔は、その両側部が楔溝内に係合した状態でスロットの開溝部を覆う。この楔は、スロ
ットの開溝部を覆った状態で、その裏面によりスペーサを介してスロット内に収容された
コイルを固定する。
【０００３】
　このような固定子の製作に当っては、スロット内に固定子コイルを収容した後、スペー
サの厚さを調整しながらコイル固定用の楔をスロット開溝部に形成した楔溝に、その軸方
向端部から挿入する。このように構成した場合、スロットの楔溝とコイル固定用の楔との
接合部分は互いに面接触することが期待されるが、実際には公差の関係で線接触状態とな
って互いに係合する。
【０００４】
　この後、組立てられたスロット部分を含む固定子にレジンを含浸させるために、この固
定子を含浸タンク内で真空含浸させた後、含浸タンクから引き上げる。この引き上げ後、
固定子に残留したレジンを乾燥凝固させることによって、楔溝とコイル固定用の楔との固
着力を増すようにしている。
【０００５】
　ところが、スロットの楔溝とコイル固定用の楔との接合部分が線接触状態であるため、
この部分に隙間が生じている。含浸に用いられるレジンは粘性が高くないため、固定子を
含浸タンクから引き上げた直後に、レジンが、楔溝とコイル固定用の楔との間に生じる隙
間や、通風ダクトを通じて流れ出てしまう。このため、乾燥凝固後にレジンがスロットと
コイル固定楔との間に十分残存しない場合がある。特に、固定子の内周（円周）における
下側のスロットでは、含浸後の乾燥工程で、乾燥する前にレジンが流れ落ち易く、固定す
る力が弱まってしまう。
【０００６】
　このように、工作上、隙間が生じることは避けられないが、含浸レジンが残存していれ
ば、当初期待した面接触と同等の楔に対する拘束力が期待できる。そこで、隙間に入った
レジンが抜けないような構造が望まれている。
【０００７】
　この問題を解決する手法として、楔溝内に凹部を形成し、この凹部内にレジンを表面張
力により残存させ、この残存したレジンとコイル固定用楔の側端部とを接触させることが
考えられた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－７９０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記構成では、凹部を形成したことにより、レジンの表面張力によって凹部内にレジン
は残存する。しかし、凹部を形成したことにより、その内面と楔の側端部との距離が長く
なってしまうため、残存したレジンと楔の側端部との接触面積が十分に得られず、強固な
固着力を得ることが難しかった。
【００１０】
　したがって、本発明は、レジンの流失を防ぐと共に、溜まったレジンと楔の接触面積を
増加させることによって、より固着力が強く信頼性の高い回転電機の固定子を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　 本発明の実施の形態に係る回転電機の固定子は、円筒状を成す鉄心の内周面に、軸方
向に沿ってコイル用のスロットが形成され、このスロットの、前記鉄心内周面への開溝部
の両内側壁に、このスロットの長さ方向に沿って係合溝が形成され、その係合溝内に両側
部が係合した状態で前記スロットの開溝部を覆うコイル固定用の楔を備え、レジン含浸処
理が施される回転電機の固定子であって、前記係合溝の内部には、この係合溝に係合した
前記楔の幅方向に対して前記鉄心の内周方向に向って所定角度傾斜した凹部が、またこの
凹部の根元部分には凹部に対して相対的に形成された突部が、この係合溝の長さ方向に沿
って形成され、前記楔の前記両側部には、前記係合溝に係合した状態で、前記傾斜した凹
部内に挿入可能な形状に傾斜した突部が、この突部の根元部には前記傾斜した凹部の根元
に相対的に形成された突部と係合する凹部が、この楔の長さ方向に沿って形成されたこと
を特徴とする。

【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、レジンの流失を防ぐと共に、楔とレジンとの接触部が増えることによ
り、楔をレジンを介して強固に接着することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施の形態に係る回転電機の固定子のスロット部分を示す断面図であ
る。
【図２】図１の要部拡大図である。
【図３】図２で示した楔溝の拡大図である。
【図４】図２で示したコイル固定用楔の要部拡大図である。
【図５】本発明の他の実施の形態に係る回転電機の固定子のスロット部分の要部拡大図で
ある。
【図６】本発明の実施の形態に係る回転電機の固定子の基本構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。まず、図６によ
り回転電機の固定子１の基本的構造を説明する。
【００１５】
　図６において、固定子１は、円筒状を成す鉄心２を有する。この固定子鉄心２は、環状
の珪素鋼板を積層して全体として円筒状に形成されるており、所定の厚み毎に図示しない
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スペーサを介在させて径方向の通風ダクト３を形成している。そして、両側の固定子押さ
え板４を介してスタッドボルト５によって一体的に固定される。
【００１６】
　この固定子鉄心の内周面（図６では上面））には、軸方向に沿うコイル用のスロット６
が複数本、全周にわたって所定間隔で形成されている。このスロット６は、図１で示すよ
うに、固定子コイル８を収容するもので、固定子鉄心２の内周面（図示上面）への開溝部
は、コイル固定用の楔９により覆われている。すなわち、スロット６の開溝部（図示上部
）の両内側壁には、このスロット６の長さ方向に沿って係合溝（楔溝）７が形成されてお
り、コイル固定用の楔９は、その両側部が係合溝７内に係合した状態でスロット６の開溝
部を覆っている。この楔９は、スロット６の開溝部を覆った状態で、その裏面によりスペ
ーサ１０を介してスロット６内に収容されたコイル８を固定する。このコイル固定用の楔
９の材質としては、ポリエステルガラスマット積層板や、エポキシ鉄粉ガラスマット等が
採用されている。
【００１７】
　ここで、前述した係合溝（以下、楔溝として説明する）７の内部（図示左／右端）には
、図２及び図３で示すように、凹部７A-１が形成されている。この凹部７A-１は、楔溝７
に係合した楔９の幅方向（図示水平方向）に対して所定角度傾斜している。また、この凹
部７A-１は、楔溝７の長さ方向に沿って形成されている。この凹部７A-１の傾斜方向は、
鉄心２の外周（図示下方）方向に向った傾斜方向とする。なお、このように傾斜した凹部
７A-１を形成することにより、図３で示すように、その根元部分には相対的に突部７A-２
が形成される。
【００１８】
　また、楔９の両側部は、前述のように楔溝7内に挿入され、係合するが、この両側部の
先端部（左／右端）等には、図２及び図７で示すような突部９A-１を設ける。この突部９
A-１は、図２で示すように、楔９の両側部が楔溝７に係合した状態で、凹部７A-１内に挿
入可能なように、図４で示すように、前述した凹部７A-１の傾斜方向と同じ方向に傾斜し
て形成される。この突部９A-１も、楔９の長さ方向に沿って形成されている。なお、この
ように傾斜した突部９A-１を形成することにより、その根元部分には相対的に凹部９A-２
が形成される。
【００１９】
　このように形成した楔溝７に対して、楔溝７Aの凹部７A-１にコイル固定用楔９の凸部
９A-１が入り込むようにコイル固定用楔９を軸方向から挿入し、コイル８を固定する。
【００２０】
　次に、上述のように形成した固定子１を図示しない含浸タンク内でレジンの含浸処理を
行い、引き揚げてから乾燥凝固させる。引き揚げる際のスロット６の上下方向が図１と同
様の方向、もしくはそれから９０度回転している場合は、固定子１を引き揚げたとき楔溝
７の凹部７A-１にレジンが溜まることによってレジンの流失を防ぐことができる。また、
楔溝７の凹部７A-１にコイル固定用楔9の凸部９A-１が入り込む形状となっているため、
７A-１に溜まったレジンとコイル固定用楔９の凸部は広い接触面積で接触した状態で乾燥
凝固し、コイル固定用楔９と鉄心１との間を強固に固定する。
【００２１】
　引き揚げる際のスロット６の上下方向が図１と逆向きの場合には、コイル固定用楔９の
凸部９A-１の根元に形成される凹部９A-２にレジンが溜まりレジンの流失を防ぐことがで
きる。また、レジン溜まりに楔溝７の凹部７A-１の根元に形成される凸部７A-２が入り込
むため広い接触面積を持ったまま乾燥凝固し、コイル固定用楔９と鉄心１との間を強固に
固定する。
【００２２】
　以上述べたように、本実施の形態によれば楔溝７に凹部７A-１、及びコイル固定用楔９
に凸部９A-１を設けることによって、レジン含浸時にレジン溜まりを形成してレジンの流
失を防ぐと共に、レジン溜まりと楔溝７及びコイル固定用楔９の接触面積を広くすること
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７に凹部７A-１の入り口平面より内側に入り込むので、突部９A-１の先端は凹部７A-１に
貯まったレジンの中に入るので、確実に固定できるようになる。これらの結果、従来以上
に高い固定力を得て、コイル固定用楔９の楔溝７からの落下を防ぐことができる。
【００２３】
　次に、図５で示す実施の形態を説明する。本実施形態と前述の実施形態との相違点は楔
溝7の凹部７A-１、及びコイル固定用楔９の凸部９A-１の傾斜方向を変えたことにある。
すなわち、本実施の形態では、楔溝7の凹部７A-１及びコイル固定用楔９の凸部９A-１の
傾斜方向を、鉄心２の内周（図示上方）方向に向って傾斜させたものである。
【００２４】
　本実施の形態において、含浸タンクからの引き上げ時に、コイル固定用楔の凸部９A-１
の根元に形成される凹部９A-２にレジンが溜まりレジンの流失を防ぐ。また、レジン溜ま
りに楔溝７の凹部７A-１の根元に形成される凸部７A-２が入り込むため広い接触面積を持
ったまま乾燥凝固し、コイル固定用楔９と鉄心１との間を強固に固定する。
【００２５】
　また、引き揚げる際のスロット６の上下方向が、図５と逆向きもしくはそれから９０度
回転している場合には、楔溝７の凹部７A-１にレジンが溜まりレジンの流失を防ぐ。また
、レジン溜まりにコイル固定用楔９に凸部９A-１が入り込むため広い接触面積を持ったま
ま乾燥凝固し、コイル固定用楔９と鉄心１との間を強固に固定する。
【００２６】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は例として提示したもの
であり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その他
のさまざまな形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々
の省略、置き換え、変更を行うことができる。これらの実施形態やその変形は、発明の範
囲や要旨に含まれると共に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれ
る。
【符号の説明】
【００２７】
　１・・・固定子
　２・・・鉄心
　６・・・スロット
　７・・・係合溝（楔溝）
　７A-１・・・凹部
　８・・・コイル
　９・・・楔
　９A-１・・・凸部
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